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誼

震

四
回

静
一
一
十
四
巻

九
λ
大

純

梓

事

第
六
捜

園

純

家

(
共
ニ
圃
家
正
枇
品
開
)

粋

園

作

田

来

五

共
同
組
織
さ
相
互
組
織

凡
そ
我
等
が
何
か
の
生
活
趣
向
を
賢
現
す
る
に
常
っ
て
生
活
交
渉
を
な
す
正
一
吉
仁
は
、
必
十
次
に
事
げ
る
こ
つ

の
説
れ
か
の
閥
係
に
於
て
す
る
。
英
一
は
人
々
が
各
簡
の
生
活
目
的
を
賞
現

L
ょ
う
己
し

τ相
互
依
頼
の
閥
係
ド

入
込
む
場
合
で
あ
h

、
某
こ
は
人
々
が
自
他
を
包
容
す
る
会
館
の
生
活
目
的
を
貨
現
し
よ
う

Z
L
τ
其
同
会
典
的

関
係
に
入
込
む
場
合
で
あ
る
。
各
筒
目
的
の
質
現
は
必
争
相
互
依
頼
の
閥
係
に
伴
ひ
、
会
館
H
的
の
質
現
は
必
す

共
同
委
奥
の
聞
係
に
件
ム
も
の
で
あ
っ
て
、
人
々
の
結
合
開
係
た
る
闘
憶
の
構
成
は
如
上
の
ニ
の
闘
係
に
従
っ

τ

相
互
組
織
又
は
共
同
組
織
の
就
れ
か
正
な
る
の
で
あ
る
。

と
の
外
に
向
ほ
止
活
目
的
の
賞
到
に
は
ニ
ワ
山
場
合
が
考
へ
得
b
れ
る
。
其
一
一
日
各
人
が
自
己
目
的
を
遂
げ
る
に
首
り
金
{
自
己
一
人
に
て
行
動

L
他
人
と
の
安
時
圭
持
た
な
い
場
合
て
あ
り
、
持
ニ
は
人
々
が
自
他
北
岡
山
目
的
を
盆
「
る
に
惜
り
争
一

t
一
位
と
な
っ
て
行
動

L
自
他
の
間
白
交
静

岡
係
を
紹
ナ
る
場
を
で
あ

z。
側
へ
ば
調
。
臥
食
し
誠
書
す
る
H
F
却
を
は
前
白
場
合
に
踊
し
、
善

t
訓
概
さ
れ
た
早
除
出
敵
前
に
あ
っ
て
一
人
白
如

〈
謹
撃
す
る
が
加
き
は
篠
山
場
合
に
嵐
ず
る
。
さ
れ

E
是
等
は
曜
だ
我
毎
U
行
動
白
二
部
を
切
離
し
て
見
た
時
に
白
恥
蜘

f
盲
へ
る
だ
け
に
て
、
其

.... 
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等
の
行
動
目
成
立
中
前
後
の
事
情
宜
息
。
合
せ
る
と
量
目
、
加
何
な
る
坐
括
目
的
の
寅
現
&
躍
も
量

t
他
人
と
交
渉
な
奇
画
間
的
な
・
も
の
も
な
〈
又

全

t
箇
別
性
を
浪
却
し
た
一
世
的
な
も
白
も
な
い
。

相
互
組
織
に
あ
っ

τは
人
々
は
相
互
依
頼
的
閥
係
を
通
じ

τ各
自
の
目
的
を
貧
現
す
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
人

々
の
結
合
開
係
が
専
ら
目
的
賞
現

ω
過
程
に
の
み
存
し

τ生
活
目
的
は
結
合
苫
れ
て
居
な
い
や
う
に
考
へ
ら
れ
る

が
、
賞
は
然
う
で
な
い
o

本
来
、
人
の
生
活
目
的
は
人
生
の
遁
相
に
麗
し
、
各
簡
の
目
的
ご
か
会
慌
の
目
的
ご
か

が
匝
別
さ
れ
る
以
前
に
人

t
L
て
の
目
的
が
あ
る
。
例
へ
ば
食
を
得

τ生
存
を
全
ふ
す
る
こ
正
は
何
人
に
も
例
外

な
き
生
活
目
的
で
あ
り
、
詩
h
r
p

作
'
り
具
現
を
求
め
る
ζ

ピ
は
比
較
的
に
少
数
者
の
目
的
苫
す
る
所
で
あ
る
が
、

れ
正
て
も
か
、
る
生
活
目
的
が
寅
現
能
力
あ
る
人
々
に
懐
か
れ
る
に
止
ま
b
、
人
間
そ
の
も
の
、
目
的
た
る
こ
正

は
食
を
求
め
る
場
合
正
異
る
所
は
な
い
。
唯
に
人
聞
の
生
活
目
的
を
或
一
人
が
意
識
的
に
寅
現
し
よ
う
ご
す
る
ご

き
に
、
そ
の
人
が
こ
れ
を
自
己
の
目
的
Z
考
へ
、
箇
々
人
に
限
ら
れ
な
い
人
の
生
活
目
的
が
各
筒
の
目
的
に
限
定

さ
れ
る
の
で
ゐ
る
。
会
鎧
の
目
的
芭
云
ふ
も
同
様
に

τ・
入
聞
の
生
活
目
的
そ
の
も
の
を
或
人
々
の
一
一
郎
健
が
金

僅
の
目
的
ざ
し
て
遂
行
し
よ
う
Z
す
る
ご
善
、

そ
れ
が
会
慢
の
目
的
芭
な
る
の
で
ゐ
る
。
食
を
求
め
る
目
的
は
一

つ
で
あ
っ
て
も
、
古
代
の
共
産
困
慢
は
全
備
目
的
正
し
て
こ
れ
を
途
行

L
、
近
代
の
別
産
制
度
の
下
に
あ
っ
て
は

人
々
は
各
自
の
目
的
ご
し
て
こ
れ
を
遂
行

L
、
今
叉
我
闘
の
人
口
及
食
糧
問
題
の
如
き
は
園
民
岡
健
の
金
程
目
的

Z
L
て
追
求
苫
れ
て
居
る
。
生
活
目
的
一
般
ピ
言
へ
ば
抽
象
的
・
観
念
的
な
見
方
己
考
へ
ら
れ
易
V
が、

そ
の
賞

論

叢

純

神

固

家

第
ニ
十
四
巻

-丸

λ
七

第
大
統

四
五
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誼

家
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第
六
時
酔

九
凡
凡

四
，、

純

持

叢

園

は
一
つ
の
人
生
に
於
け
る
具
種
的
・
貫
在
的
な
生
活
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
を
人
生

ω境
涯
芭
分
別
し
て
鬼
る
ヲ
き
、

そ
れ
だ
り
抽
象
的
正
な
る
が
、

生
活
目
的
世
境
艇
に
結
付
り
て
見
れ
ば
明
か
に
一
の
具
瞳
的
・
質
在
的
生
活
で
あ

る
o

こ
の
生
活
目
的
を
一
境
涯
の
方
面
よ
h
限
定
す
る
E
き
、
各
簡
の
目
的
芭
も
な
h
、
会
館
の
目
的
己
も
な
る
の

で
あ
る
。

新
の
如
〈
人
生
の
目
的
一
一
般
が
境
涯
に
臆
じ
て
各
筒
的
正
会
慢
的
正
仁
配
置
吉
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
各
筒
目

的
の
質
現
ご
云
ふ
も
絡
調
に
孤
立
せ
る
討
的
を
持
出
し

τそ
の
過
程
の
み
を
相
互
依
頒
の
闘
係
じ
置
く
の
で
は
な

〈
、
目
的

εω
も
の
が
巳
に
相
互
関
係
の
中
に
立
つ

τ居
る
。
実
向
組
織
に
ゐ
つ

τも
人
生
内
一
目
的
以
外
に
別
に

金
耀
目
的
正
云
ふ
特
殊
な
も
の
が
め
る
詳
で
は
な
〈
、
共
同
闘
係
の
中
に
置
か
れ
た
る
人
生
の
目
的
が
金
値
目
的

ご
な
る
の
で
あ
る
。

炉
、
る
意
味
に

τ共
同
組
織
で
は
人
々
は
一
列
に
並
ん
で
同
一
方
向
を
執
り
全
世

ω
目
的
を

賞
現
す
る
が
、
相
互
組
織
で
は
人
々
は
互
に
掛
面
L
t
輿
へ
且
つ
受
け
る
こ
己
に

4
っ
て
各
自
の
目
的
を
賞
現
す

る
。
共
同
組
織
で
は
構
成
者
は
同
一
の
中
心
に
廻
向
す
る
統
一
闘
係
を
作
h
、
相
互
組
織
で
は
構
成
者
が
各
筒
の

自
戒
を
留
保
し
て
聯
珠
閥
係
争
反
す
の
で
あ
る
。

結
合
関
係
は
裏
面
に
於
て
は
品
川
立
関
係
で
あ
る
が
、
ニ
の
分
立
闘
係
に
於
け
る
人
々
の
負
携
及
び
享
受
の
仕
方

も
共
同
組
制
柿
正
相
互
組
織
ご
に
よ
っ
て
著
L
〈
越
を
異
に
す
る
。
共
同
組
織
に
於
り
る
英
同
参
興
の
聞
係
に
あ
っ

て
は
、
会
骨
恥
H

酌
掴
正
一
女
昨
字

T
ご
の
形
態
4
f
z
る
。
会
館
目
的
の
寅
現
に
要
す
る
努
力
又
は
努
費
は
人
々
の
負
槍

a、.
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の
能
力
に
底
じ
て
制
嘗
て
ら
れ
、
目
的
の
賞
現
よ
h
生
宇
る
成
果
は
人
々
の
享
受
の
必
要
に
熔
じ

τ分
配
せ
ら
れ

る
o

故
に
極
端
の
場
合
に
は
、
負
携
能
力
が
最
も
大
に
し
て
享
受
必
要
の
最
も
小
な
る
者
は
、
そ
の
逆
で
あ
る
者

に
比
ぺ
て
、
負
ム
所
E
享
け
る
所
ど
に
於
て
極
端
な
差
別
世
生
宇
る
。
こ
れ
ピ
異
h
相
互
組
織
に
於
り
る
相
互
依

頼
の
関
係
仁
.
ゐ
っ
て
以
、
相
互
角
携
正
相
互
享
受
ご
の
形
態
を
さ
。
。
是
慮
で
は
人
々
は
各
自

ω生
活
目
的
を
途

げ
る
震
に
自
己
を
中
心
正

L
て
結
合
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
合
の
中
に
て
課
せ
ら
れ
る
負
携
Z
結
合

ω中
か
ら

分
け
ら
れ
る
享
受
ご
は
自
己
に
結
付
げ
ら
れ
て
封
照
苫
れ
、
自
己
を
中
心
ど
し
て
二
位
の
支
出
及
び
牧
入
の
形
式

を
帯
び
る
o

但
し
こ
の
場
合
仁
人
々
の
行
錯
が
凡
て
利
己
的
で
ゐ
る
ど
'
吉
田
ふ
誇
で
は
な
い
。
利
他
的
で
あ
っ
て
も

負
ふ
所
ピ
享
け
る
所
ピ
を
引
合
は
す
限
り
は
、

や
は
り
相
互
的
で
あ
っ

τ共
同
的
で
な
い
1

0

か
〈
て
相
互
組
織
は

各
人
を
し
て
負
携
ピ
享
受
ご
の
調
照
に
於
℃
均
整
の
法
則
に
従
は

L
め
各
人
に
劃
す
る
平
等
を
保
持
し
よ
う
正
す

る
。
従
っ
て
圃
鑓
に
於
り
る
H
T
携
H
T
受
の
関
係
は
、
各
箇
の
立
場
よ
ち
見
れ
ば
、
相
互
組
織
の
方
が
調
岨
る
合
理

的
に
考
へ
ら
れ
共
同
組
織
の
方
が
不
合
理
的
に
考
へ
ら
れ
る
が
、
鱒
じ
て
全
慢
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
正
し
(
そ
の

反
岨
劃
古
宇
品
。

共
同
組
織
は
会
館
山
酬
の
上
に
立
も
、

相
互
組
織
は
箇
値
観
の
上
に
立
つ
。
世
間
の
分
業
で
あ
っ
て
も
、

共
同
組

織
の
分
業
は
金
慢
の
事
業
を
楳
的
に
置
い
て
人
々
は
そ
の
各
部
を
搭
任
す
る
。
各
人
が
自
己
の
H
T
携
を
完
全
に
途

行
す
る
こ
ご
が
卸
も
全
瞳
の
事
業
を
完
成
す
る
所
以
ご
な
る
。
然
る
に
相
互
組
織
の
分
業
に
あ
っ
て
は
人
々
は
分

論

叢

四
七

純

梓

国

家

第
二
十
四
巷

第
六
副
都

丸
λ
え
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四
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園

面

業
た
る
こ
z
e
f
意
識
す
る
場
合
に
す
ら
そ
の
措
任
す
る
事
業
を
自
己
の
事
業
ご
心
得
る
。
従
っ
て
各
自
が
如
何
に

そ
の
事
業
の
繁
昌
に
努
め
て
も
そ
れ

rり
で
は
会
館

ω調
和
は
得
ら
れ
な
い
の
み
で
な
(
、
時
仁
は
調
和
を
破
る

こ
正
す
ら
あ
る
o

共
同
組
織
で
は
、
個
人
は
会
健
目
的
賞
現
の
中
仁
自
己
を
認
め
、
始
絡
を
通
じ
て
全
髄
の
中
に

住
ん
で
腐
る
。
従
っ
て
目
的
資
現
よ
b
生
宇
る
満
足
の
戚
備
は
、
恰
も
中
心
よ
ち
周
図
へ
波
動
す
る
音
楽
の
や
う

に
、
人
々
は
同
じ
悦
び
を
品
川
も
悦
ぶ
。
人
々
の
共
同
心
の
強
弱
仁
よ
っ
て
悦
び
の
程
度
に
は
差
異
あ
り
正
も
、
何
人

も
特
に
自
己
が
悦
b
A
E
Z
ふ
意
識
を
件
は
な
い
u
o

相
互
組
織
で
は
、
伺
人
が
自
己
目
的
よ
り
出
脅
し
そ
の
賓
現
の

成
果
を
自
己
に
復
蹄
せ

L
め
る
。
目
的
貨
現
よ
り
生
す
る
満
足
の
戚
備
は
‘
相
互
に
闘
係
を
結
べ
る
人
々
に
あ
っ

て
も
各
や
そ
の
質
を
異

t
L、
質
を
同
ふ
す
る
場
合
に
も
悦
び
の
奏
楽
は
各
個
人
の
胸
に
於

τ別
々
仁
起
る
の
で

あ
る
。
均
し
〈
結
合
組
織
で
は
あ
る
が
、
共
同
組
織
は
山
田
古
川
問
結
合
で
あ

b
、
相
互
組
織
は

wwm削
結
合
で
め
る
。

後
の
聯
合
胸
係
に
あ
h
て
は
人
々
が
相
互
に
扶
助
す
る
古
も
依
然
E
し
て
我
は
我
た
り
彼
は
彼
た
り
。
前
の
統
合

開
係
に
あ
っ
て
は
、
人
々
が
唯
ピ
己
が
業
務
に
専
ら
な
る
ご
き
に
も
、
我

z彼
ピ
は
合
し
て
一
一
帯
を
遂
行
す
る
。

向
ほ
共
同
・
組
織
正
相
互
組
織
正
に
相
違
あ
ら
し
め
る
極
め
て
重
要
な
る
一
事
は
賞
に
園
館
意
志
の
生
成
如
何
に

あ
る
。
園
鰭
意
志
は
共
闘
組
織
に
於
て
費
生
し
、
相
互
組
織
に
は
こ
れ
を
生
じ
な
い
。
共
同
組
織
は
統
合
種
を
成

し
て
委
髄
目
的
を
樺
持
す
る
。
言
換
へ
れ
ば
こ
の
組
織
に
よ
っ

τ囲
健
そ
の
も
の
が
生
活
目
的
を
有
し
生
活
主
健

Z
な
る
の
で
あ
る
。

一
個
人
が
生
の
保
存
を
求
め
る
如
〈
稲
族
も
亦
こ
れ
を
求
め
る
。

一
個
人
が
生
の
紫
柴
を
求

-、

"‘・・v
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め
る
知
〈
国
民
も
亦
ニ
れ
を
求
め
る
。
勿
論
川
四
健

ω目
的
は
凶
値
な
る
の
故
を
以
て
有
す
る
所
内
目
的
で
は
な

〈
、
人
聞
の
生
活
目
的
が
各
仰
人

ω
外
に
阿
慨
に
も
慨
持
さ
れ
た

f
で
い
ゐ
る
o

併
し
そ
れ
に
て
も
生
活
円
的
を

情
持
す
る
ご
一
?
?
?
」
ご
は
意
必

ω主
要
な
る
特
質
で
ゐ
っ
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
附
憾
に
意
志
ゐ
る
こ
ど
を
示
す
。

而
し
て
か
、
る
剛
憾
怠
士
山
は
同
協
憎
成
者
川
合
成
立
士
山
で
ゐ
品
。

例
入
り
意
志
が
相
銭
し
相
知
k

リ
相
成
じ
、

瓦

共
に
同
一
の
生
活
川
的
に
向
っ
て
結
束
さ
れ
る
ご
話
、

そ
こ
仁
自
立
・
自
決
内
怠
志
を
生
千
る
。
仰
人
泣
士
山
は
車

一
意
志
で
ゐ

b
o
剛
髄
意
志
は
紘
一
意
士
山
で
ゐ
つ

1
、
二
者
は
必
し
色
同
質
正
は
言
ひ
難
い
が
、
而
か

b
意
識
的

に
生
活
は
的
を
賞
場
正
る
原
動
力
た
る
こ
ご
は
同
機
で
ゐ
る
。
剛
健
怠
志
は
内
に
在
つ
て
は
川
健
構
成
を
支
持
す

る
カ
で
あ
b
・
外
に
劃
し
て
は
附
慨
が
同
時
正
し
て
活
動
す
る
カ
で
あ
る
。
殊
に
阿
慨
が
掛
外
活
動
に
於
て
一
人

格
者
ご
し
て
行
動
す
る
ピ
吉
最
も
切
か
に
同
位
志
士
山
を
表
現
す
る
υ

仰
は
次
に
漣
ぺ
る
や
う
に
、
共
川
組
織
が
少

数
の
先
述
に
よ
っ
て
統
率
さ
れ
る
場
合
に
は
阿
飽

ω意
志
活
動
が
一
一
府
明
か
に
宥
取
さ
れ
る
の
で
ゐ
る
。
然
る
に

相
花
組
械
に
ゐ
つ
工
は
生
活
け
的
り
時
持
者
以
各
州
人
で
あ
っ
て
剛
健
で
は
な
い
。

E

究
に
述
べ
る
や
う
に
各
例
人

が
互
仁
利
己
的
に
行
動
し
て
相
続
ム
場
合
に
は
一
』
の
組
織
に
志
士
山
を
生
じ
な
い
こ
ど
が
明
か
に
認
め
ら
れ
る
ω

人

ー
が
聯
帯
閥
係
に
立
つ

τ互
に
扶
は
合
ム
場
合
ご
雌
も
、

ニ
、
で
は
一
々
の
仰
人
が
世
保
す
る
主
我

ω
珠
を
聯
ね

る
だ
け
で
ゐ
る
か
ら
遮
鋭
は
め
っ
て
も
巾
心
は
存
し
な
い
。
相
花
関
係
で
は
一
々
の
例
人
の
上
に
立
つ
所

ω生
活

目
的
は
存
し
な
い
か
ら
.

た
己
へ
人
々
に
通
宇
品
同
膿
構
成

ω意
識
は
成
立
す
る
ご
も
剛
健
そ
の
も
り
に
意
ぷ
は

四
九

諭

第
二
十
四
巻

第

披

諜

制

梓

岡

家

九

" 

-
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第
均
岨
師

第
二
十
四
巻

E 
O 

九
九

純

樟

闘

家

議

論

援
生
し
な
い
の
で
ゐ
る
。

倫
ほ
岡
値
訟
志
山
附
刷
出
は
同
世
川
に
止
。
て
極
め
て
草
川
世
な
る
且
ワ
融
解
た
る
川
越
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
性
質

A
び
成
立
過
程
に
就
て
は
詳
細
な

る
説
明
を
弾
す
る
白
て
あ
る
が
、
今
は
早
に
こ
の
鮎
に
刷
す
る
批
同
組
帥
主
相
互
組
純
止
の
制
退
を
卑
げ
る
に
止
め
た
い
。

共
同
組
織
正
相
江
組
川
棚
、
」
は
岡
抽
陣
営
成
立
せ

I
め
る
二
つ
の
定
型
で
あ
る
。
然
る
に
是
等
は
数
々
形
態
を
誕
へ

τ
一
見
す
れ
ば
共
同
的
己
も
相
凡
的
ご
も
考
へ
ら
れ
な
い
奴
践
を
星
す
Z
こ
ど
が
あ
る
。
先
づ
共
同
組
織
に
枕

τ

二
れ
に
は
典
型
た
る
統
令
聞
係
を
そ
の
ま
、
に
示
さ
な
い
統
率
附
係
及
ぴ
奉
仕
削
係
の
二
つ
が
あ
る
。

見
る
に
、

大
衆
に
同
協
自
覚
な
き
時
代
に
あ
っ

τは
、
概
ね
凡
来
よ
b
傑
出
し
た
る
一
人
材
〈
は
少
数
者
が
大
衆
の
信
樹
を

受
り
て
噂
〕
れ
を
統
率
L
、
こ
れ
に
よ
う

τ共
同
組
織
が
構
成
苫
れ
支
持
苫
れ
る
。
唱
、

ω場
合
仁
一
筒
々
人
は
意
識
的

否
事
ろ
人
々
は
全
般
の
潟
に
自
己

に
金
制
目
的
を
質
現
す
る
共
同
委
巾
刊
の
聞
係
に
入
っ
た
も
の
ど
は
言
へ
な
い
ヘ

を
絡
げ
る
気
持
に

τ岡
瞳
的
行
忽
に
従
ふ
の
で
ゐ
る
o

然
る
に
少
数
者
が
多
止
却
を
統
率
す
る
ピ
言
ム
こ
ご
は
、
決

し

τε
の
人

ω個
人
的
カ
最
が
優
つ

τ居
る
が
放
で
は
な
〈
、

を
の
人
が
全
館

ω心
を
以
て
己
が
心
ご
す
る
所
の

張
、
き
北
、
向
精
紳
の
位
持
者
た
る
が
故
で
あ
っ

τ、
犬
木
は
こ
の
共
同
精
紳
の
前
に
信
頼
芯
服
従
ご
を
捧
げ
る
の
で

あ
る
。
こ
り
統
率
闘
係
は
、
大
衆
的
問
問
自
覚
が
民
ま
っ
て
家

τも
人
々
の
共
同
精
紳
に
強
引
網
ゐ
る
限
b
は
、
ま

仁
至
れ
ば
、

唯
ピ
併
し
な
が
ら
人
々
が
同
慨
白
鐙
を
持
す
る

初
め
会
館

ω匁
に
行
ふ
さ
考
へ
た
る
こ
ご
は
後
に
は
剛
健
己
し

τ行
ふ
ビ
考
へ
る
や
う
に
な
る
o

要

た
そ
れ
は
何
の
時
代
に
も
あ
る
か
ら
、

常
に
存
し
て
易
ら
な
い
1

0

... 
， "・e



• • 

す
る
に
統
率
関
係
も
自
党
内
容
の
相
遣
の
る
ま
で
に
工
、
共
同
関
係
に
立
つ
鮎
に
於
て
は
異
る
所
は
な
い
1

0

術
又

共
同
組
織
に
於

τ、
人
々
の
問
に
一
一
府
甚
し
〈
会
健
目
的
が
意
識
さ
れ
な
い
正
き
は
、
人
々
は
金
慌
の
篤
仁
行
ふ

ご
も
考
へ
な
い
で
共
同
精
刊
に
富
め
る
仰
人
に
謝
L
そ
の
人
の
怨
に
行
動
す
る
ご
考
へ
る
。
そ
れ
が
奉
仕
関
係
で

あ
る
o

こ
、
に
至
れ
ば
一
見
L
τ
は
共
同
闘
係
を
戚
さ
な
い
や
う
に
忠
は
れ
る
が
、
併
し
子
細
に
見
れ
ば
・
」
の
奉

仕
と
rL
も
こ
れ
を
受
け
る
側
人
の
共
同
精
紳
に
謝
す
る
も
の
で
め
っ
て
、
唯
に
一
の
仰
人
に
劃
す
る
服
従
で
は
な

ぃ
。
子
が
税
に
奉
仕
す
る
は
親
が
家
内
共
同
精
帥
を
髄
持
す
る
か
ら
で
ゐ
る
。
奉
仕
も
亦
一
の
共
同
闘
係
で
あ
る
。

次
じ
相
互
組
械
に
就
工
一
百
へ
ば
、
こ
れ
は
人
々
が
相
扶
り

τ聯
合
闘
係
を
結
h
A
4
f

以
工
典
型
ご
す
る
が
、
そ
れ

ご
形
態
を
具
に
す
る
も
の
に
競
合
附
係
ピ
支
配
閥
係
正
の
二
つ
.T
ゐ
る
。
人
々
が
互
に
相
扶
げ
よ
う
ご
せ
す
、
互

に
求
的
合
つ

τ居
る
場
合
は
挺
際
仁
一
於
工
は
寧
ろ
多
数

E-一一日つ

τよ
か
ら
う
。
こ
の
際
に
相
求
め
る
こ
正
の
競
合

す
る
ピ
主
、
自
然
的
に
は
そ
の
閉
じ
要
求
力
的
均
衡
を
生
宇
る
が
、
意
識
的
に
は
安
協
ご
な
る
。
均
衡
は
勿
論
、

妥
協
正
雄
も
関
係
者

ω聞
に
存

L
な
が
ら
も
而
も
各
例
人

ω意
志
よ
b
孤
立
せ
る
第
三

ωカ
仁
よ
ヴ

τ行
は
れ
、

そ
の
貼
は
恰
も
少
数
者
に
統
率
吉
れ
る
大
衆
的
共
同
関
係
に
封
比
L
得
ら
れ
る
o
h
r
、
る
競
合
蚊
態
は
相
互
附
係

の
典
型
た
る
聯
合
蹴
態
ピ
は
拠
っ
て
居
る
が
、
資
際
に
於
て
相
互
依
頼

ω闘
係
に
立
っ
て
居
る
ニ
芭
は
同
様
で
あ

る
O

例
へ
ば
財
貨

ω謝
世
需
要
及
び
鋼
此
提
供
に
於
工
、
常
事
者
は
債
格
に
就

τ相
続
ふ
も
互
に
一
方
が
他
方
仁

依
頼
し
て
居
る
o
然
る
に
こ
の
競
合
服
践
は
人
々
の
聞
に
勢
力
の
均
衡
が
保
た
れ
る
聞
の
現
象
で
あ
る
が
、

』

0) 

論

主主

五

純

酔

家

第
ニ
十
四
巻

同

第
六
棋

九
九
三

.、.

"・"
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言白

謹

組

圃

家

第
二
十
阿
容

九
九
四

第
六
部

五

# 

均
衡
が
存

L
な
い
場
合
に
は
一
方
が
他
刀
を
仰
魁
す
る
支
出
版
践
を
生
ザ
し
的
命
令
。
支
配
欣
鵠
は
人
格
的
優
越
を

保
た
う
ご
す
る
場
合
に
も
現
は
れ
る
が
、

多
〈

ω場
合
は
-
方
が
他
方
じ
よ
る
利
盆
の
獲
得
、
就
中
経
済
的
利
第

の
獲
得
)
就
て
起
る
の
で
ゐ
る
。
こ
の
炊
娘
一
か
川
市

L
て
相
瓦
閲
係
の
一
一
仰
で
あ
る
や
吾
や
は
や
、
疑
問
正
吉
れ
る

が
、
本
は
こ
れ
を
肯
定
す
る
o

支
配
閥
係
は
強
盗

ω如
〈
微
踊
微
昆

一
方
が
他
方
か
ら
奪
略
す
る
関
係
で
な

〈
、
拠
へ
る
ご
受
付
る
ピ
の
鈎
令
が
甚
L
〈
偏
つ

τ居
る
場
合
に
過
ぎ
な
レ
ピ
思
ふ
o

若
し
一
方
は
取
ら
れ
他
方

は
取
る
の
み
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
取
ら
れ
る
方

μ
絶
え
す
反
抗
L
、
カ
及
ば
宇
L
τ
強
脱
さ
れ
る
ピ

L
て
も
反
抗
の

抽
出
肢
は
縦
鎖
し
て
、
両
者
の
問
仁
は
何
等
的
漣
結
関
係
を
も
生
じ
得
な
い
。
か
、
る
人
々
山
聞
係
は
反
割
問
係
で

あ
っ

τ、
荷
も
問
健
ど
構
成
し
て
就
れ
か
の
方
面
に
於

τ平
和
な
る
生
活
交
捗
を
な
し
居
れ
る
人
々
の
聞
に
は
存

し
得
な
い
諜
で
ゐ
る
。
私

ω
言
ム
支
配
閥
係
は
川
開
館
り
中
に
於
げ
る
一
方
的
他
方
に
劃
す
る
抑
眠
状
態
そ
指
す
の

で
ゐ
る
か
ら
、
初
め
か
ら
反
掛
関
係
に
立
た
な
い
-
』
ζ

を
前
提
ご
す
る
。
支
配
閥
係
は
岡
純
構
成
者
り
閥
に
於

τ

人
格
又
は
利
盆
が
自
然
又
は
意
志
的
強
力
じ
よ
っ
て
偏
削
l

川
棋
は
れ
又
は
H
T
た
れ

τ居
る
欣
践
に
外
な
ら
な
い
。

従
っ
て
守
}
の
関
係

ω廃
止
は
卒
準
又
は
H
n
A

卒

ω規
範
に
悲
き
偏
削
な
る
欣
践
を
矯
め
る
さ
言
ム
こ
Z
に
あ
る
。

カミ

〈
見
れ
ば
支
配
関
係
も
亦
そ
の
-wH
質
に
於
て
は
一

mω
羽
九
組
織
に
嵐
L
、
唯
に
相
互
附
係

ω最
も
劣
等
な
る
も

の
に
外
な
ら
な
い
。
術
は
こ
の
支
配
闘
係
に
就

τは
後
に
岡
家

ω
内
部
組
織
を
凱
察
す
る
場
合
仁
重
ね
て
そ
の
成

立
放
題
佐
考
察
す
る
で
ゐ
ら
う
。

a‘・
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以
上
私
は
開
館

ω結
合
組
織
に
就

τ定
型
ど
し
て
の
共
同
組
織
と
相
瓦
組
織
ご
の
二
つ
を
封
立
せ

L
め
た
が
、

こ
の
二
つ
め
組
織
は
決

L
て
別
々
に
一
の
同
世
帯
乞
成
百

L
め
る
も
の
で
は
な
〈
、
如
何
な
る
阿
健
も
九

τこ
の
一
一

つ
の
組
織
を
粂
備
し
、
回
健
に
よ
っ
て
は
敦
れ
か
一
方
に
偏
る
こ
己
ゐ
る
色
、

一
方
り
み
の
組
織
を
古
品
開
館
は

存
在
し
な
い
o

否
箪
ろ
筒
々
の
同
館
は
結
合
組
織
正
し
て
は
唯
一
つ
で
め
る
か
、
我
等
は
そ
の
中
に
於

τ相
法
せ

る
結
合
の
居
を
看
取
し
、
以
て
共
同
組
純
正
相
互
組
制
ピ
を
眠
別
す
る
の
で
め
る
o

阿
慨
に
か
、
る
二
重
り
組
織

を
生
じ
た
る
過
料
及
び
理
由
仁
就
て
は
後
に
悲
本
川
慨
に
就

τ述
ぺ
る
ニ
正
、
す
る
が
、
己
に
か

f
こ
の
二
重
組

織
を
有
す
る
貼
に
於
て
は
基
本
剛
健
も
探
生
川
臨
も
同
時
同
一
で
あ
る
。
波
生
川
髄
に
就

τ見
れ
ば
、
株
式
合
枇

ω如

き
は
殆
ど
相
互
組
織
に
過
き
な
い
や
う
に
見
え
る
。
株
主
は
各
自
り
投
資
に
劃
す
る
利
潤
配
蛍
を
円
的
ご
し

τ合

資
料
管
ご
言
ふ
相
瓦
依
川
相
内
闘
係
に
立
つ
が
、
ぞ
れ

ιτtbh事
業
純
鋒
ご
言
ふ
馳
で
は
一
の
共
同
組
い
酬
を
な

L
て

居
る
0

品
目
枇

ω
目
的
は
定
欽
に
掲
ぐ
る
如
〈
政
事
業
り
経
営
で
ゐ
っ
て
、

こ
の
共
同
目
的
の
存
す
る
所
に
曾
一
肱
の

ι
z
t
u
t
-
2
1
、
主
〉
、

E
-
ゐカ
I
J
t
h

こ
の
意
志
に
よ
っ
て
内
で
は
株
主
を
統
制
L
外
仁
劃

L
て
は
岡
健
Z
し
て
行
動
す
る
o

曾
祉
の

共
同
組
織
が
強
い
ど
き
に
は
事
業
抑
制
畿
が
重
ん
性
ら
れ
、

利
盆
配
常
が
軽
ん
告
ら
れ
、

そ
の
相
互
組
織
が
過
重
吉

れ
る
ご
き
は
蛸
配
蛍
苫
へ
も
行
は
れ
て
事
業
が
衰
微
す
る
。
持
働
者
組
合
の
如
き
も
、
相
互
組
紙
で
は
組
合
員
の

相
互
救
済
を
な
し
、

共
同
組
織
で
は
世
聞
の
中
に
活
動
し
て
階
級
の
地
位
向
上
を
計
る
。
叫
却
に
其
が
階
級
闘
守
を

な
す
に
営
つ
て
は
共
同
組
械
が
若
し
〈
緊
張
し
て
阿
脚
立
志
が
明
確
に
現
れ
る
。

関
内
に
あ
っ
℃
も
殆
ド
己
凡

τの

論

盤

車長

粋

固

家

第
二
十
四
巻

九
九
五

第
六
脱

E 
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諭

紬

梓

家

第
二
十
四
巻

九
九
六

第
六
日
田

五
回

議

園

労
働
者
が
固
結
す
る
に
至
れ
ば
、

そ

ω共
同
組
繊
仁
宿
る
閲
憧
意
志
は
階
殺
意
志
ピ
し
一
て
強
大
な
る
成
カ
を
後
揮

す
る
こ
正
、
な
る

O

司
令
の
他
、
皐
曾
、
数
曾
、
政
議
な
ど
如
何
な
る
探
生
側
樺
に
も
同
様
に
、
共
同
組
織
吉
相
互

組
織
ご
の
二
重
結
合
を
看
取
す
る
こ
己
が
出
来
る
。

一
成
生
剛
健
凶
結
合
組
織
の
中
、
共
同
組
織
仁
繋
る
も
の
は
こ
れ
を
岡
町
己
言
ひ
、
相
互
組
織
に
嘗
る
も
の
は
ζ

れ
を

rm聞
ご
名
づ
り
る
o

真
に
組
織
の
執
れ
を
主
正
す
る
か
を
見
て
、
そ
の
主
な
る
色
の
仁
代
表
せ
し
め

τ振
生

闘
健
そ
の
も
の
を
同
盟
叉
は
枇
凶
古
都
し
て
も
よ
か
ら
う
。
こ
れ
に
謝
し
基
本
剛
健
の
組
織
の
中
、
共
同
組
織
に

嘗
る
も
の
は
一
回
れ
を
昨
r
t
呼
び
、
相
互
組
織
仁
蛍
る
も
の
は
こ
れ
を
r
e
E
名
づ
け
る
。
叉
二
つ
の
組
織
の
中

そ
の
一
方
に
重
軌
を
置
い
て
見
る
さ
き
に
は
、
基
本
捌
慢
そ
の
も
の
を
或
は
園
家
正
言
ひ
戒
は
一
枇
曾
正
一
百
ム
ニ
正

も
場
合
に
よ
っ
て
は
許
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

政
阜
県
て
品
、
泣
出
細
川
出
の

D
m
B
O
E
R
Eっ
と

ozo--円
rpコ
と
を
叫
創
立
せ
し
め
る
事
前
出
移
さ
れ
、
こ
れ
に
悲

ν
て
共
同
副
合
と
利
益
舵
官

止
を
劉
立
せ
し
め
る
且
解
が
可
な
り
出
{
行
は
れ
て
居
る
。
叫
し
私
は
こ
れ
を
そ
白
ま
誌
に
採
用
し
な
い

O

も
と
共
同
的
紺
合
に
封
立
す
る
も
白
は

州
立
的
結
合
で
あ
り
、
刺
盆
的
結
合
に
封
立
す
る
も
O
は
人
栴
的
紡
合
で
あ
る
。
人
々
回
枯
骨
翻
障
は
戒
は
結
合
紐
帯
自
性
質
如
何
に
よ
り
て
共
同

制
織
と
相
主
組
織
と
に
分
た
れ
、
或
は
結
骨
内
容
の
性
質
如
何
に
よ
切
て
人
絡
的
結
告
と
剥
躍
的
鮎
合
と
に
分
た
れ
る
。
入
秘
的
結
合
が
共
同
的
な

る
か
相
方
的
な
る
か
に

k
"
て
岡
山
混
と
枇
合
と
が
叫
別
さ
れ
、
刑
盆

ω
語
を
人
枯
に
却
し
て
軒
固
い
品
目
的
自
塗
謹
と
解
す
る
な
ら
ば
、
剰
証
的
枯
告
に

も
共
同
制
盆
主
週
末
す
る
阿
盟
と
相
互
刑
曜
を
抱
弔
す
る
批
剛
一
と
が
民
則
さ
れ
る
。
カ
ン
ト
抵
回
説
田
削
〈
自
他
。
人
格
を
館
前
す
る
怖
珂
都
世
人

格
的
結
合
に
於
て
相
互
主
義
を
は
る
も
の
・
プ
あ
り
・
金
値
に
生
奇
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
我
が
体
統
の
道
徳
視
は
人
凶
作
的
柑
告
に
於
て
共
同
主
義
を

-、

，"・e
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判
る
も
白
で
此
る
白
利
盆
的
結
合
に
あ
っ
て
も
揖
穂
義
士
同
盟
内
如
き
は
共
同
利
益
を
逢
行
せ
る
も
山
h

典
型
て
あ
り
、
生
命
陣
険
相
互
合
批
は
告

の
如
〈
相
互
利
益
を
埠
求
す
る
。
。
冊
目
。
日
月
E
M戸
P
A
V
0
7
0口
RZ=ω
誌
に
は
串
ろ
共
同
組
帥
態
A
V
相
伝
組
職
活
山
富
叫
が
合
ま
れ
て
肘
る

と
忠
ム
。
こ

ω
小
錦
で
は
蹴
生
凶
雌
を
官
ら
〈
措
い
て
、
専
ら
某
本
剛
健
を
主
凪
と
な
し
、
と
札
に
就
て
共
同
態
と
川
正
現
と
を
封
附
せ

L
b
る。

...... ，、
国

~寸.

脅t

世

合

、ご
』

恭
本
同
艇
は
人
々
が
人
絡
を
悲
げ

τ結
合
せ
る
組
織
鱒
で
あ
る
。
そ
の
組
織
は
具
盤
的
に
は
唯
一
の
も
の
で
ゐ

る
が
、

こ
れ
を
分
析
L
τ
一
一
つ
の
相
違
せ
る
特
徴
を
抽
出
す
る
ご
き
に
、
そ
こ
に
共
同
組
純
正
相
互
組
織
ご
の
並

存
す
る
を
見
る
。
共
同
組
制
内
方
商
は
町
安
で
ゐ

h
、
相
瓦
組
紙

ω方
而
は

r
fで
あ
る
o

岡
家
に
あ
っ
て
は
人

々
の
生
活
目
的
は
凡

τの
例
人
を
包
容
す
る
全
般
的
目
的
ご
[
て
定
立
さ
れ
、

そ
れ
が
共
同
委
奥
の
附
係
を
通
じ

て
質
現
さ
れ
、
賞
現
的
成
果
は
同
じ
〈
会
館
の
手
ピ
心
ご
に
牧
め
ら
れ
る
。
共
同
組
織
的
中
に
は
奉
仕
関
係
や
統

率
嗣
係
や
が
加
つ

1
尉
る
が
、
蹄
す
る
所
は
人
格
者
側
人
が
統
令
闘
係
を
緋
賦
す
る
駄
じ
於
て
閥
家
の
特
徴
が
存

{
、
統
合
関
係
が
多
数
者
の
白
鐙
に
上
。
盆
キ
昼
質
仁
な
る
こ
ど
が
岡
家
的
成
長
で
あ
る
。

-
』
れ
ど
回
持
b
祉
舎
に

あ
っ
て
は
人
々
は
各
別
に
生
活
主
健
ご
な
h
て
待
白

ω生
活
目
的
合
懐
き
、

そ
れ
が
相
互
依
頼
の
関
係
を
通
じ
て

賞
現
さ
れ
、
質
現
の
成
果
は
同
じ
(
各
個
人
の
手
ご
心
ご
に
牧
め
ら
れ
る
o

相
互
印
刷
織
の
巾
に
は
支
配
閥
係
や
競

合
関
係
や
が
加
っ
て
居
る
が
、
師
す
る
所
は
人
格
者
側
人
が
聯
合
開
係
を
構
成
す
る
貼
に
於
工
枇
曾

ω特
徴
が
存

論

議

純‘
v
梓
川
闘
い
い
家

第
二
十
四
番

L

L

J

 

j

J

I

 

第
六
鋭
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第
二
十
四
巻

九
丸
八

第
六
競

Tn
六

議

純

特

国

家

論

し
、
聯
合
開
係
が
多
数
者
の
怠
識
に
上
り
盆
々
徹
底
し
行
〈
こ
ご
が
枇
曾

ω成
長
で
あ
る
。
例
へ
ば
円
本
国
民
幽

鐙
は
一
の
基
本
凶
凶
惜
で
あ
る
が
、

号
れ
が
他
山
り
岡
民
同
健
り
侵
略
を
防
ぎ
、
又
は
図
民

ω生
活
資
粋
骨
世
界
に

求
め
て
人
口
の
増
加
に
臆
性
ん
ご
し
、
戒
は
仰
統

ω民
族
文
化
を
出
来
る
に
り
後
朕
せ
し
め

τ世
界
文
化
に
寄
典

し
よ
う
正
す
る
正
き
に
は
、
我
等
は
凡
て
共
同
組
制
の
中
に
於
て
思
慮
し
行
動
す
る
。
然
る
に
我
等
が
各
別
に
修

養
に
志
ぎ
し
健
康
を
保
持
精
進
し
、
枚
入
を
得
て
生
計
や
間
営
む
が
如
き
は
、
相
互
組
織

ω
中
に
て
そ
の
賞
現
に
努

め
る
。
前
者
は
国
家
生
活
に
麗
し
牧
者
は
枇
命
日
生
活
に
属
す
る
。

同
一
品
目
謀
本
側
闘
に
於
け
る
北
同
組
紘
て
あ
り
、
一
批
A
W
H
そ
れ
に
於
け
る
利
五
組
制
で
あ
る
と
言
ふ
な
ら
ば
、
恐
ら
〈
こ
れ
に
反
劃
す
る
税
々
白

且
解
が
故
処
さ
れ
る
一
て
あ
ら
う
。
こ
の
到
に
就
て
は
桂
に
詳
し
〈
解
此

L
批
判
す
る
杭
り

J

て
あ
る
が
、
唯
こ
誌
に
一
言
し
て
泣
き
た

v
o
私
は
附
家

又
は
刷
合
と
は
こ
う
百
ふ
も
由
で
あ
る
と
玉
虫
す
る
の
ど
は
な
〈
、
哨
だ
人
川
内
側
悩
山
中
に
基
本
剛
健
を
認
め
、
そ
の
中
ド
共
同
組
純
と
相
互
組

紬
と
自
存
す
る
全
部
品
、
是
轄
に
劃
し
て
闘
司
挺
及
川
日
世
A
W
白
名
制
在
日
す
る
の
で
あ
る
o

争
は
れ
る
劃
は
ζ

内
命
名
山
首
百
に
あ
る
が
、
闘
訟
自
問

例
と
し
て
は
快

L
て
川
雄
っ
て
居
な
い
と
凪
中
。

二
者
は
説
れ
も
仰
人
を
以
て
構
成

悶
家
u
A
ぴ
枇
曾
は
波
生
同
値
ご
謝
立
す
る
基
本
剛
健
叫
机
純
で
あ
る
か
ら
、

単
位
己
な

L
、
仮
生
剛
健
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
の
で
は
な
〈
、
そ
の
後
生
以
前
か
ら
亦
在
す
る
o

人
絡
者
側
人

が
懐
〈
生
活
目
的
は
、
生
活
交
叫
に
於
て
定
ま
る
円
的
で
は
な
く
人
生

ω
週
相
た
る
生
活
趣
向
に
外
な
ら
ぬ
。
'
セ

の
円
的
釘
現
が
人
生

ω
埼
誕
じ
現
は
れ
る
に
常
句
、

共
同

a

乙
す
品
川
相
互
ご
f
る
か
に
よ
っ

τ同
家
正
一
枇
品
目
記
の

阪
別
が
生
中
る
o

従
っ

τ均
L
く
制
人
で
あ
っ
て
h
悶
』
家
に
於
り
る
正
一
航
曾
仁
於
り
る
ど
は
そ
の
立
つ
所
の
位
置

-
..' 4 #  
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知

を
異
に
す
る
。

枇
曾
に
於
U
る
偶
人
は
筒
慨
本
位
の
立
場
を
と
り

枇
品
目
は
其
等

ω肱
川
健

ω
集
旧
聞
ご
見
ら
れ
る
。

闘
家
に
於

υる
仙
人
は
み
」
備
本
位

ω立
場
を
ご
り
、

例
入
は
北
円
安
則
山
山
山
一
分
身
ピ
見
ら
れ
る
o

制
舎
は
集
凶
で
あ
る

が
仰
人

ω下
に
立
つ
機
関
で
な
〈
.
枇
曾
が
存
在
す
る
仁
ょ
っ

τ例
人
が
そ
の
存
在
e
f

品工
L
得
る
o

悶
家
は
会

健
で
あ
る
が
個
人
は
そ
の
部
分
で
な
〈
分
身
で
あ
る
。

H
T
身
は
会
館
に
係
ム
ツ
全
般
を
宿
し
、
分
身
が
動
〈
芭
き
杢

慢
が
勤
言
、
分
身
た
る
例
人
は
会
館

ω締
め
に
生
き
る
の
で
な
〈
金
慢
ご
し
て
生
き
る
o

従
っ
て
如
何
に
粍
微
な

る
仕
事
正
雄
も
そ
が
全
世

ω
仕
事
た
る
駄
に
於

τ、
』
』
れ
を
錯
す
者
に
重
大
な
る
責
任
戚
ご
白
倣
戚
ご
を
輿
へ

る
Q

岡
家
セ
以
て
基
本
剛
健
に
於
り
る
共
同
組
織
ご
見
る
ご
き
、
初
め

τ例
人
に
阿
認
す
る
岡
家
制
ご
個
人
を
浸

却
す
る
例
中
部
制
ピ
e
f
I
N
定
し
得
一
る
。
国
家
を
以

τ佃
人
生
活
的
機
閥
ご
な
し
、
又
は
こ
れ
に
特
殊
的
高
き
地
位
を

認
め
る
ご
し
て
も
こ
れ
を
以
て
私
の
謂
刷
る
派
生
附
値

ω
一
利
ご
見
る
が
如
き
は
、
基
本
側
飽

ω本
質
を
解
!
な

い
筒
健
主
義
又
は
枇
曾
陥
能
主
義

ω
偏
見
に
過
ぎ
な
い
。
岡
崎
に
叉
国
家
り
杢
髄
性
を
過
度
に
傭
大
し
例
人
は
凡

τの
生
活
を
皐
げ
て
国
家
内
統
制
に
服
す
る
も
の
乙
な

L
、
側
人
は
全
く
国
・
山
部
に
従
魁
す
る
も

ω
正
見
る
が
如
き

は
、
前
正
岡
械
に
基
本
州
儲
り
本
質
を
解
し
な
い
会
館
主
義
又
は
凶
-
米
両
前
主
義
り
偏
見
で
の
る
。
岡
山
棋
は
個
人

が
統
ム
官
古
れ
る
蕗
に
成
立
し
、
一
枇
曾
は
仰
人
が
聯
合
さ
れ
る
蕗
に
成
立
す
る
が
、
説
的
H

に
ゐ
っ
て
も
人
椛
者
側
人

は
結
合
組
織
健

ω
以
上
に
も
居
ら
や
'
以
下
に
も
居
ら
な
い
。

一
世
官
は
魁
附
生
訴
を
向
綜
と
す
る
紡
骨
闘
師
で
あ
り
、
岡
家
は
そ
の
嗣
僻
を
支
持
す
る
制
肱
て
あ
る
と
一
E
L
且
解
も
あ
る
が
、
こ
れ
目
見
方
出
金

首

軍E

圃

家

第
二
十
四
巷

え
丸
丸

五
七

第
六
回
匹

腕

緋
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論

議

純

梓

家

圃

一0
0
0

第
二
十
同
容

第
宍
披

五
λ 

〈
謬
っ
て
ほ
泊
る
。
生
活
支
持
白
内
容
た
る
止
泊
地
向
が
何
て
あ
る
か
は
別
問
題
て
あ
ワ
て
、
そ
は
圃
家
と
批
官
と
を
匝
別
す
る
椋
徴
主
は
な
ら
な

い
。
紐
椀
生
活
は
最
初
に
は
共
同
机
織
に
、
市
北
ず
は
多
〈
相
互
組
織
に
現
は
れ
て
居
る
が
、
近
頃
は
そ
れ
が
復
た
共
同
組
織
に
段
々
左
現
は
れ
て
来

た。岡
家
も
一
批
曾
も
其
白
鶴
ご
し
て
別
々
に
存
在
す
る
も

ωで
な
〈
、

二
者
は
基
本
剛
慢
の
中
に
並
存
す
る
姉
妹
組

織
で
ゐ
る
。
従
っ
て
綱
人
も
亦
共
同
組
織
の
巾
に
立
つ
限
り
は
昨
家
ぃ
八
で
あ
り
、
相
互
組
織
に
立
つ
場
合
仁
は
配

合
人
で
ゐ
る
。
基
本
側
健
が
二
重
組
械
を
有
す
る
通
hJ
仁
、
佃
人
も
亦
人
治
上
、
国
家
人
己
批
舎
人
ご
り
二
方
面

を
粂
備
す
る
。
枇
曾
人
が
同
中
部
人
を
知
ら
+
し
て
こ
れ
を
否
定
す
る
己
き
無
政
府
主
義
金
懐
き
、
国
家
人
が
一
吐
曾

人
を
知
ら
歩

L
て
こ
れ
全
否
定
す
る
ご
旨
政
府
高
飽
制
に
陥
る
o

日
て
或
わ
ん
紺
聞
に
て
、
岡
山
話
人
は
法
律
を
犯
ぎ
な
け
れ
ば
如
何
に
勝
手
な
資
測
を
し
て
も
是
支
な
い
が
、
枇
合
人
は
貧
し
い
r
隣
人
を
扶
け
往
け
れ

ば
な
ん
自
主
音
ム
古
川
悼
の
評
論
圭
萌
ん
だ
と
と
が
あ
る
G

こ
心
見
方
は
岡
家
人
出
法
律
を
守
る
ζ

と
だ
け
を
且
て
、
法
仰
心
制
定
に
券
拠
す
る
と
首

ふ
よ
H
大
胡
な
監
を
瓦
落

L
て
厨
品
。
国
家
人
及
川
日
融
合
入
山
名
捕
に
削
何
な
る
内
容
を
盛
ら
う
と
そ
れ
を
揖
止
め
る
こ
と
は
山
車
な
い
が
、
私
自

制
ふ
同
家
人
は
隣
人
世
扶
け
る
よ
り
も
追
っ
た
方
而
に
於
て
働
き
、
枇
合
人
よ
り
も
一
厨
徹
底
し
た
境
涯
に
住
む
も
山
で
あ
る
。
例
へ
ば
園
民
間
の

職
事
出
起
る
と
昔
、
則
合
人
は
金
貨
先
換
を
甜
求
す
る
が
岡
武
人
は
金
製
品

E
政
府
に
提
供
す
る
。
批
合
人
位
自
己
山
名
副
官
H
由
諭
也
市
す
b
も
惜

む
の
で
あ
る
が
、
国
家
人
口
雄
々
全
〈
自
己
心
拍
名
す
ら
山
師
、
ら
れ
な
い
場
合
に
も
歓
っ
て
そ
自
生
命
を
み
志
位
に
寄
興
す
る
。

私
は
先
き
に
共
同
組
制
に
は
泣
志
を
生
中
る
が
相
互
組
制
に
は
こ
れ
を
生
じ
な
い
ご
言
っ
た
。
基
本
同
館
に
於

τは
意
士
山
は
国
家
仁
作
し
刑
曾
に
は
作
L
な
い
。

相
互
組
織

ω枇
曾
が
各
仰
入
内
人
格
及
び
利
盆
を
主
張
す
る
競

合
朕
態
に
あ
る
ピ
き
は
、
そ
の
一
枇
曾
M
Y

自
然
状
態
に
止
ま
る
こ
ご
は
疑
な
い
。
一
枇
曾
が
相
互
扶
助
の
聯
合
放
践
に

a‘-

・.
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進
む
ご
さ
は
、

ニ
の
吻
合

ω自
覚
は
如
何
に
も
意
士
山
を
聯
想
せ
し
め
る
が
、
寅
は
個
人
意
士
山
の
聯
帯
の
上
に
一
枇
曾

の
志
識
を
自
覚
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
。
我
等
は
枇
曾
の
中
に
働
〈
芭
は
考
へ
得
る
も
枇
曾
正
し
て
働
〈
正
は
考

へ
得
な
い
l
o

岡
韓
正
し
て
働
〈
己
考
へ
得
る
場
合
は
凶
値
ご
し

τ生
活
目
的
を
定
立
す
る
国
家
仁
於

τの
み
可
能

で
ゐ
る
o

例
人
意
志
は
軍
一
意
志
一
L

ゐ
る
が
国
家
意
志
は
個
人
意
志
り
合
成
た
る
複
合
意
志
で
ゐ
る
か
也
、
そ
の

嚇貝醐阻意
kuω
俊
動
に
世
田
ヲ
L

は
特
に
裁
決
意
志
を
構
成
す
る
表
現
者
及
び
会
奥
機
闘
が
ゐ
っ
て
意
志
活
動
を
な
す

の
で
あ
品
。
刑
曾
に
は
ぞ
う
い
ふ
も
の
は
な
い
。
叉
岡
家
に
は
意
志
が
め
ろ
か
ら
意
士
山
賞
現
的
方
法

t
L
τ
権
力

強
制
が
可
能
で
ゐ
り
ま
た
現
貨
に
行
は
れ
る
。
術
又
意
志
は
人
格
で
ゐ
る
か
ら
五
日
人
が
一
の
基
本
同
館
主
他
の
比
(

J

」
嵐
別
す
る
ご
う
に
は
、
凶
片
品
を
以
て
基
本
側
値
-f
表
示
す
る
の
で
ゐ
る
。

枇
合
に
は
怠
志
な

t
H的
な
き
も
・
凶
一
串
に
は
怠
志
が
あ
り
目
的
が
あ
る
か
ら
、
佐
々
個
人
目
側
か
ら
そ
の
意
志
や
目
的
宇
止
は
て
岡
山
事
の
そ
れ

ι
針
抗
せ
し
拍
る
三
と
が
あ
る
o

例
へ
ば
例
人
出
白
山
を
唱
へ
て
、
民
瑚
と
凶
家
と
剖
れ
が
輩
、
き
か
と
州
ひ
、
岡
山
車
位
必
術
を
解
せ
ず
と
批
離
し
、

地
は
信
仰
は
固
J
4

軌
を
超
越
す
左
叫
ぶ
が
如
f
、
恰
本
国
家
を
個
人
よ
り
払
呉
れ
る
目
的
を
有
す
る
別
箇
心
人
柿
者
一
な
る
か
の
如
〈
考
へ
て
例
入
と
岡

家
主
自
生
活

H
的
を
封
主
せ
し
め
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
フ
一
百
ふ
兄
鮮
は
杢
{
人
生
内
祖
相
と
酷
涯
と
山
町
別
ま
知
ら
な
い
rH
分
で
あ
る
。
勤
々
辿
べ

た
ゆ
白
う
に
、
生
活
民
的
は
人
生
山
祖
叫
に
崩
し
、
唯
だ
仲
叫
が
撞
世
に
相
叫
は
れ
て
或
は
各
箇
白
目
的
と
な
り
或

u
全
般

ω
目
的
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
。

民
理
主
主
象
伊
信
仰
な

rは
人
川
山
製
求
L

あ
る
。
こ
の
止
前
地
向
が
人
々
由
岡
山
止
前
完
捗
に
現
れ
る
と
き
、
と
れ
を
相
官
札
机
紬
に
蚕
由
べ
き
か

北
同
組
織
に
牧
む
べ
き
か
が
問
越
と
な
る
。
仙
人
が
昆
川
内
研
究
を
試
-
ゆ
る
と
き
、
同
日
品
目
唯
だ
北
同
生
前
山
且
地
よ
り
ζ

れ
を
批
判
し
慮
世
す
る
だ

り
に
亡
、
別
に
個
人
と
呉
れ
る
生
活
同
的
を
持
し
て
個
人
に
臨
む
自
で
は
な
い
o
無
論
岡
家
白
血
世
に
は
過
設
が
あ
り
得
る
か
ら
ニ
れ
を
矯
正
す
る

こ
と
は
品
川
世
て
あ
る
が
、
岡
京
白
目
的
が
民
制
研
究
の
目
的
主
針
抗
す
る
こ
と
は
な
い
。

前

純
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都

大

O

国
家
主
枇
曾
正
山
岡
別
を
上

ω
如
〈
見
る
な
ら
ば

然
ら
ば
如
何
な
る
理
由
め
つ

τ我
等

ω悲
本
剛
健
川
共
同

及
び
祁
瓦
の
二
重
組
献
を
共
へ
る
か
、

何
故
仁
伺
人
が
同
時
に
岡
家
人
た
ち
一
献
舎
人
た
る
地
位
に
置
か
れ
る
炉
。

こ
の
貼
は
人
生
的
境
涯
に
閲
す
る
極
め
て
重
要
な
る
問
題
で
ゐ
っ
て
、
な
も
容
易
に
こ
れ
に
は
答
へ
得
な
い
o
今

試
み
に
そ
り
一
端
十
一
幕
げ
る
な
ら
ば
、
私
は
上
に
問
へ
る
則
自
が
人
艇
の
自
覚
的
畿
地
に
あ
る
ご
忠
ふ
o

原
始
時
代
的
廿
謀
本
凶
値
以
地
よ
り
諸
方
に
品
自
生
し
た
も
血
放
凶
雌
で
ゐ
う
た
。
ょ
の
同
値
り
組
側
は
統
率
関
係

を
主
正
す
る
共
同
組
制
で
め
っ
た
・
』
ご
は
疑
は
れ
な
い
M
O

そ
れ
に
は
相
瓦
組
側
も
幾
分
加
へ
て
居
た
で
あ
ら
う

が
、
ま
に
共
同
組
織
に
幅
出
立
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
共
同
組
械
が
純
済
生
活
十
内
容
正
せ
る
も
の
が

古
代
の
共
産
制
憾
で
ゐ
る
o

然
る
に
時
十
経
る
に
従
っ
て
人
生
凶
埼
一
W
に
於
げ
る
自
躍
が
趨
っ
て
来
る
が
、
そ
の

自
覚
は
先
づ
各
綱
人
の
埼
涯
に
於
り
る
筒
飽
的
自
鉛
で
あ
る
。
人
々
の
白
血
担
金
促
す
保
件
正
じ

τは
主
ご
し
て
経

臨
相
生
活

ω放
路
台
市
構
げ
得
る
が
、

そ
の
内
在
瓜
囚
は
人
知
の
本
質
に
外
な
ら
な
い
1
0

こ
の
筒
倒
的
自
覚
は
、
自
箆

を
促
さ
れ
る
好
き
僚
件
を
具
へ
る
人
々
か
ら
始
ま
h
・
叉
各
時
代
的
将
家
運
動
が
盛
ん
な
る
に
従
っ
て
底
ま
b
・

現
代
に
及
ん
で
は
絡
に
大
衆
に
ま
一
で
普
及
す
る
に
至
っ
た
o

か
、
ゐ
筒
鱒
的
自
貨
が
生
守
る

t
き
は
、
わ
の
自
覚

は
境
涯
に
於
け
る
意
志
芭
な
り
、
筒
鱒
意
志
川
H

先
づ
白
己
目
的
を
意
識
仁
上
せ
、
偶
人
は
そ
の
目
的
を
基
本
則
飽

の
中
仁
於

τ寅
現
し
ょ
，
フ
ご
す
る
。
基
本
凶
他
に
於

τ新
に
相
互
組
織
を
加
へ
且
つ
後
脱
す
る
に
至
っ
た
ψ
は、

こ
う
い
ふ
事
情
に
基
C
の
で
あ
る
。
向
ほ
こ
れ
に
加
へ
て
考
ふ
べ
き
勤
は
、
古
代
の
血
族
同
髄
が
人
口
を
増
加
L

.... 

， . .. ~ 
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活
動
地
域
を
底
的

τそ
の
範
国
を
抽
明
大
す
る
に
つ
れ
て
次
第
に
在
来
の
共
同
組
織
を
弛
緩
せ
し
め
た
こ
£
で
あ

る
む
殊
に
阻
髄
と
同
位
ピ
の
按
鯛
に
よ
り
、
古
き
同
館
が
解
げ
て
新
し
い
大
な
る
基
本
閥
慨
を
作
る
ご
き
に
は
、

共
同
組
織
は
著
し
〈
薄
謝
な
も
の
ご
な
る
。
相
互
組
械
の
俊
肢
は
炉
、
る
基
本
則
髄
組
織
叫
快
陥
を
補
ふ
錦
に
も

起
ウ
て
来
た
。
斯
ゆ
如
、
芳
一
筒
倒
的
自
覚

ω普
及
正
共
同
組
制
の
弛
緩
正
仁
乗
じ
て
後
展
せ
る
相
互
組
織
は
貨
に
近

代
的
基
本
剛
健
に
見
る
一
大
特
色
で
ゐ
つ

τ、
枇
命
日
は
過
分
の
粍
皮
に
ま
で
高
調
せ
ら

μ
・
古
代
的
図
・
家
ご
そ
の

地
位
を
代
ふ
る
も
の
ご
苫
へ
考
へ
ら
れ
る
仁
去
っ
た
。
近
代
に
於
J
L
一
枇
曾
が
俊
見
詰
れ
た
と
言
は
れ
、
人
州
知
剛
健

は
の

o
E
E
Z
E
P
か
ら
の

2
0
=
R
E沖
に
進
h
u
t
唱
へ
ら
れ
、
政
治
史
が
枇
品
目
史
に
盤
じ
、
問
中
部
科
卒
が
枇
曾
科

皐
に
遜
!
り
、
偶
人
本
位
主
義
が
思
想
に
於
て
も
行
動
に
於
て
も
極
め

τ張
烈
な
る
勢
力
ピ
な
っ
て
来
た
の
は
、
蓋

し
如
上
山
趨
枇
却
を
語
る
も
の
で
ゐ
品
。

批
曾
は
斯

ω如
〈
臨
時
肢
l
来
っ
た
が
.
併
し
人
類
の
境
涯
的
自
覚
は
筒
般
的
自
覚
じ
止
ま
ら
な
い
I

。
曾

τ古
代

に
於

τ少
数
者
の
み
に
惑
ま
れ
た
る
会
館
的
白
日
は
、
や
が
て
多
数
者

ω
聞
に
庚
ま
ら
う
ご
[
て
居
る
。
異
に
筒

値
的
自
覚
に
倣
せ
る
者
は
そ
の
同
じ
自
覚
が
会
純
的
自
党
じ
ま
で
進
み
得
な
り
れ
ば
な
ら
品
。
現
代
に
於
て
一
方

に
民
族

ω
自
覚
が
起
り
、
他
方
に
階
級
り
肉
質
が
生
じ
た
が
、
是
等
は
四
日
共
同
精
一
脚
的
自
覚
で
あ
っ
て
金
曜
目
的

を
持
し
て
相
冗
組
側
に
割
立
し
っ
、
ゐ
る
。
従
来

ω
岡
家
は
概
ね
民
族
同
中
部
で
あ
る
か
ら
、
民
族
自
覚
は
従
来
の

統
率
閥
係
を
主
・
と
す
る
岡
田
認
を
動
か
さ
な
い
で
、
真
に
こ
れ
を
よ
り
完
全
な
る
統
令
関
係
に
立
つ
図
・
米
仁
改
芯
L
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第
二
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回
答

一O
O四

っ
、
ゐ
る
。
階
級
白
箆
が
新
に
階
級
意
志
に
よ
る
階
級
凶
目
減
を
建
設
し
て
従
来

ω民
族
国
家
に
代
る
や
否
ゃ
に
就

τは
、
私
は
一
』
れ
を
Z
H
定
す
る
見
解
を
ど
る
が
、

ヲ
七
は
後
に
階
級
支
配
古
関
聯
せ
し
め
て
そ
の
理
由
を
識
べ
る
で

ゐ
ら
う
o

し
か
し
そ
れ
等
の
黙
は
説
れ
に

Lτ
も
、
近
代
に
盛
泌
を
都
へ
ら
れ
た
相
互
組
織
の
枇
曾
は
、
再
び
共

同
組
制
糊

ω
岡
山
部
に
そ
的
地
位
を
議

ι一
う
ど
し

τ居
る
。
而
し

τ凶
民
同
盟
に
於
1
存
立
範
闘
を
紡
少
さ
れ
つ
、
ぁ

る
相
互
組
織
は
今
や
鞠
じ
て
そ
り
地
歩
を
世
界
凶
協
に
移
し
っ
、
あ
る
。

相
互
組
織
た
る
枇
曾
ピ
共
同
組
似
た
る
岡
山
森
ご
は
そ
山
一
方
が
時
じ
優
勢
を
占
め
る
守
』
正
は
ゐ
う
て
も
、

イコ

は
悲
本
凶
般
に
於
t
相
制
到
の
地
位
を
有
す
る
結
合
組
織
で
め
る
。
而
し
て
筒
柑
目
的
ピ
会
館
目
的
ご
は
人
生
り
境

涯
に
於
て
説
れ
が
上
位
を
占
h
u

べ
き
か
は
、
首
梨
、
特
に
意
志
的
内
削
酬
に
出
品
目
貼
己
到
達
貼

F
r註
(
哲
撃
が
解

谷
を
提
出
す
る
で
ゐ
ら
う
。
然
る
に
近
山
川
の
枇
品
目
印
字
設

ω中
に
は
怠
士
山
の
省
山
訴
を
試
み
な
い
で
・
可
な
り
無
遠
慮

に
闘
中
部
合
弔
同
定
す
る
純
々
り
思
想
が
主
張
さ
れ
て
属
品
。

こ
れ
に
は
色
々
の
理
由
も
存
す
る
が
、

一
つ
に
は
一
口

に岡剛山添

SEE--ロ
ふ
も
制
品
質

ω峰
山
民
的
凶
山
部

ω中
に
は
純
粋
性
ご
不
純
性
ピ
を
包
合
す
る
か
ら
、
特
に
そ
の
不
純
な
る

方
面
を
指
摘
し
て
そ
れ
を
刷
甲
山
部
り
本
質
ご
見
る

ωで
は
な
い
か
正
忠
は
れ
る
o

闘
家
的
本
質
的
究
明
は
、
真
に
闘

家
組
織
的
分
析
に
立
入
っ
て
そ
の
中

ω純
粋
性
を
抽
出
し
な
げ
れ
ば
な
ら
向
。
(
其
ニ
終
h
)
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